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分析化学・分析科学技術の国際情報発信強化



・1985年創刊（現在32巻刊行中）
・学会内編集委員会（委員32名および事務局員2名）からなる組織的体制
・創刊以来一貫したタイトル： Analytical Sciences

・近年、国際情報発信力強化の取組みを計画 ⇒ 学術国際交流寄与強化の推進

「国際情報発信強化」： Analytical Sciences 誌

国際分析化学研究論文誌（日本分析化学会刊行の英文月刊誌）

1952年設立（創立64年（2016） ）
目的 ⇒分析に関する学術の交換並びに分析化学の進歩発展

およびそれを通じた科学、技術、文化の進展、人類の福祉への寄与
分析化学 ⇒伝統的分析化学，横断的学際領域（理・工・農・医・歯・薬学）
会員構成 ⇒産官学の研究者・技術者（個人・団体）
会員数 ⇒約6200名 （分析化学に特化した学会として世界最大）

本部：東京 支部：北海道・東北・関東・中部・近畿・中国四国・九州



・論文掲載数： 約200報/年
（分析化学に関する研究論文・総説）

・特集号刊行回数： 4回（2015年）、3回（2016年）
（ゲストエディターによる編集）

・オープンアクセスジャーナル（投稿・閲覧無料；2001年より）

・編集委員： 32名 国際アドバイザリーメンバー： 20名
事務局員2名（常勤1名、非常勤1名）

・総サイテーション数：年約3,800件（2015年）

・論文PDFダウンロード数：約558,000件（2015年）

・インパクトファクター(IF 2015)： 1.174
（国内化学関連雑誌の中では、 Chem. Lett.誌

(IF 2015: 1.550)、Polymer J. (IF 2015: 1.629) 、Bull. Chem. Soc.
Jpn (IF 2015: 1.372)に並ぶ値）

Analytical Sciences（Anal. Sci.） 誌について
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32巻表紙
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アドバイザリー
ボードメンバー
20名（10カ国）

編集委員
32名

事務職員
2名

（専任1名
非常勤1名）

広範囲な分野の編集委員会・
アドバイザリーボード

１）編集委員会： 年６回
企画メール会議： 年４回

２）海外編集委員： 導入準備中
３）４誌ネットワーク

Anal.Sci.(Asia）、
Anal.Chem.（USA）、
Analyst・Anal. Methods(EU)

３誌編集長会議：
（ Anal.Sci., Analyst, 

Anal. Methods ）
・幕張国際会議場（2015年9月）
・ケンブリッジRSCオフィス

（2015年11月）

学術的価値と質の確保・維持・向上状況（１）

国際メンバー組織：
・Journalと国際会議についての情報取得
・国際会議報告・特集号等の企画



編集委員会のモットー

Quality First
（論文の質が第一）

Analytical Sciences

2015年データ
総サイテーション数:

3,824 件/年

論文PDFダウンロード数
558,107 件/年

海外投稿論文数：492

（うち採択数：92)

国内投稿論文数：186

（うち採択数：139)

日本 27%
中国 24%
イラン 7%
インド 6%
ブラジル 2%

投稿内訳
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日本 外国 投稿数 採択数 採択率

2012 199 383 582 206 35％

2013 134 435 569 161 28％

2014 134 407 541 172 32％

2015 186 492 678 231 34％

外国

日本

採択数

採択率（%）

採
択
率
（％

）論
文
数

学術的価値と質の確保・維持・向上状況（２）



国際情報発信強化の目標・評価指標

0.844   1.051  1.589 1.735    1.465       1.569 1.394
0.916  1.140  1.250   1.508    1.526      1.255        1.403

刊行年 総Citation数
掲載論文数

2015     198     3824

2014     170 4322

2013     196     4375

2012     195     4587

2011     204     4521

さまざまな努力の結果による期待値
2年中間目標： IF = 2.5 
5年強化目標： IF = 3.5

目標：
ゼロ・ワンCitation論文数半減

２年中間目標: 

掲載論文数： 300論文/年
投稿数： 800/年、ダウンロード： 60万件/年

引用数： 7,000件/年

5年目標: 

掲載論文数： 400論文/年
投稿数： 1,200/年、ダウンロード： 80万件/年

引用数： 10,000件/年



ジャーナル内容の基盤強化策

• 魅力のある特集号の増刊と総説の増強
• 受賞者投稿および優良投稿リピーターの確保

• 日本分析機器工業会との連携による機器分析論文の強化

1

編集者・学会事務局と組んだ情報発信強化策

• 投稿者への利便性の強化

• 海外（特にアジア）からの編集委員参加によるアジア戦略

• 国外会員の新設
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国際分析化学誌と組んだ情報発信強化策

• 国際分析化学雑誌編集委員会と組んだＩＦ解析と向上計画

• 世界をリードする分析化学研究者1万人へのメール配信に
よるプレゼンスの強化と投稿の呼びかけ

• 国際会議および日本分析機器工業会との連携

3

取組内容及び実施計画 ～３つの主な目標と強化策～



新たな取組のための準備状況と計画（１）

ジャーナル内容の基盤強化策
魅力のある特集号の増刊と総説の増強
・2015年： 日本発の技術であるバイオイメージング、高性能分離、女性研究者等
・2016年： ナノ粒子の分析応用、マイクロ・ナノデバイス、メカノバイオロジー
・2017年： 最先端振動分光分析、光導波路分光
横断的研究領域をカバーする魅力ある特集企画

受賞者投稿および優良投稿リピーターの確保
・学会賞受賞者の総説投稿依頼推進中
・Analytical Sciences国際賞・女性Analyst賞の新設と受賞者への寄稿依頼
・サイテーションの多い著者への表彰： 現在：２名/年 ⇒ 増加予定
優れた研究者のリピーター著者確保

日本分析機器工業会との連携による機器分析論文の強化
・編集委員長と工業会会長との話合いによる連携体制構築（平成26年～）
・工業会所属200社以上への電子メール配信による企業へのPR強化
・学会事業等の連携強化策
企業会員の投稿促進
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新たな取組のための準備状況と計画（２）

編集者・学会事務局と組んだ情報発信強化策
投稿者への利便性の強化
・電子査読システム（2012年3月～： 全投稿論文のWeb上審査に移行済み）
・正副委員長と編集担当職員によるリアルタイムな審査状況把握
・編集委員処理・著者投稿部分の改良
・システム上での担当委員交代処理に関する技術的改善
システムパフォーマンスの改善・向上

海外（特にアジア）からの編集委員参加によるアジア戦略
・現在アジアから加わっていただいている編集委員の任期延長 ⇒ 了解済み
・現在中国、台湾などからの編集委員候補をリストアップ・依頼推進中
・ボードメンバーへのメールマガジン配信とフィードバック
外国人編集委員・ボードメンバーの積極的活用

国外会員の新設
・学会員としての海外研究者による論文投稿 ⇒ 外国人会員区分の創設
国外会員への情報発信
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新たな取組のための準備状況と計画（２）

編集者・学会事務局と組んだ情報発信強化策

国内外からのビジビリティー向上
・アンケート調査の実施
・国内外の分析化学学会でのブース展示
・ノベルティーグッズを用いた広報活動

2
5. Analytical Sciencesのサービス(制度)で

魅力的に感じられるものはどれですか？

無料ダウンロード

英文無料校閲

表彰制度

4. 投稿誌を選ぶ際、重要視する事は何で

すか？
インパクトファクター

採択／出版までの期間

審査員／編集員による

コメントの質
その他

RECENT AND SCHEDULED

SPECIAL ISSUES

Vol. 33 (2017) No. 4
Optical Waveguide and Attenuated 

Total-Reflection Spectroscopy

Vol. 33 (2017) No. 1
Frontiers of Vibrational Spectroscopy in 

Analytical Chemistry

Vol. 32 (2016) No. 11
New Analytical Methodology and Materials 

for Mechanobiology

Vol. 32 (2016) No. 3
Recent Advances in Nanoscale Particles and 

Structures for Analytical Applications

Vol. 32 (2016) No. 1
Micro/Nanofluidics and Micro/Nanotechnologies 

for Analytical Chemistry: Fundamental 
Technologies, Characteristic Phenomena, 

Applications, and Instrumentation

Vol. 31 (2015) No. 11
Recent Progress in High Performance 

Separation

Vol. 31 (2015) No. 9
Cutting-Edge Analytical Chemistry Research 

by Women Scientists

Vol. 31 (2015) No. 7
Electroanalysis with New Electrode Materials 

and Advanced Electrochemical Devices

パンフレット

クリアーファイル
グッズ



新たな取組のための準備状況と計画（３）

国際分析化学誌と組んだ情報発信強化策
国際分析化学雑誌編集委員会と組んだIF解析と向上計画
・Analyst、Anal. Methods（英国王立化学会）Editorとの会合

＠ 2015, 2016年9月幕張国際会議場、2015年11月ケンブリッジRSCオフィス
⇒ Analyst、Anal. Methods 誌からのAdvisory Board Member推薦
⇒アジア・ヨーロッパでの広報活動・相互ビジビリティー向上の協働

主要国際誌との情報交換に基づくプレゼンス向上

世界をリードする分析化学研究者1万人へのメール配信
によるプレゼンス強化と投稿の呼びかけ
・2014年： 世界をリードする分析化学研究者5000人への情報発信実施済み

PDFダウンロード数： 約42万件（2013）⇒約56万件（2015）
・本年度： 分析化学研究者5000人 + マイクロ・ナノデバイス研究者5000人
特集号内容とリンクした異分野研究者の積極的取り込みとビジビリティ向上

国際会議および日本分析機器工業会との連携
・米国分析展（PITTCON）、北京分析展（BCEIA）、欧州分析展（Euroanalysis）等
における日本分析機器工業会・本誌共同主催のサテライトシンポジウム実施
主要国際会議・展示会での積極的PR（ASIANALYSIS XIII、チェンマイ）
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「国際情報発信強化」計画とロードマップ
ステージ （ステージⅠ）

企画試行期間

（ステージⅡ）

強化期間

年度 H28 H29 H30 H31 H32 5年後以降

研究目標 2年目標: 掲載論文数 ： 300論文/年
投稿数 ： 800/年
ダウンロード： 60万件/年
引用数 ： 7,000件/年

5年目標: 掲載論文数 ： 400論文/年
投稿数 ： 1,200/年
ダウンロード ： 80万件/年
引用数 ： 10,000件/年

IF期待値
3.5以上

計
画

１）ジャーナル内容の
基盤強化策

２）編集者・学会事務局と
組んだ情報発信強化策

３）国際分析化学誌と
組んだ情報発信強化策

学会財政基盤
安定化と雑誌
プレゼンス強
化の両立

アジアの中心
論文として位置
づけ確立

編集委員会が
中心となった
情報発信向上
解析マニュア
ル制作

年度別目標 Ｈ27に着手した
主要項目継続・

未着手項目の

着手

全項目の着手 中間評価の実施

さらなる情報発信
強化策の立案

情報発信強化策の
実行

情報発信強化策の
結果評価

結果評価を踏
まえた今後の
将来計画作
成・実行

投稿者への利便性向上

アジア・欧州からの編集委員・ボードメンバー参加（17名（新））

国外会員の新設・外国人ゲストエディター特集号企画（新）

4誌編集委員（長）と組んだIF解析とプレゼンス向上企画の実施

編集事務でのバイリンガル非常勤職員の雇用および編集強化・メールマガジンの充実（新）

受賞者投稿およびサイテーション優良投稿リピーターの確保（新）

分析機器工業会との連携による国際シンポジウムの実行（日本・米国（開催済）、他国は新）

世界をリードする分析化学研究者10,000人へのメール配信と情報発信

サイテーション解析およびサイテーションアラートによる優良論文の獲得（新）

魅力のある特集号・総説の増刊（H28年： 3特集企画、産学共同企画）



ご清聴
ありがとうございました

Anal. Sci.のWebページ
（画面下に掲載論文記事が続く）

「国際専門誌の

国際情報発進強化」

堅実な発信強化戦略策

編集委員
（先生方）

学会本部
（会長・理事）

事務局（編集事務員）

団結した意志とその実行



Analyst (RSC journal)のIF値（2000-2008年）

Editorによる編集・審査方針の大幅な改革

• 分析化学の重要なトピックスにフォーカスするとともに，投稿論文は
editor rejectionせず論文を育てる審査方針
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2001年から2007年にかけて2倍に上昇

積極的なpromotion活動の展開

• 優れた論文を海外から集めるためにvisibility向上に向けた方策

＜補足資料＞


